
広告掲載のお申し込み・お問い合わせは秘書広報課へ

色とりどりのお菓子の空き箱で作る
「おさかなアート」

日時　9月2日㈯10時～12時
場所　男女共同参画推進センターいこりあ
講師　伊藤徳馬(市職員)
対象　子育て中の男性45人〈申込制(先着)。これから父親になる方、夫婦も可〉
申込　 8月1日㈫～31日㈭に☎で(市 または住所・氏名・電話番号、託児の有無(有の

場合、子どもの名前(ふりがな)・年齢・性別)を記入し、 (57)1666も可)
ほか　託児6か月～未就学児10人〈申込制(先着)。8月25日㈮まで〉
問合　男女共同参画課男女共同推進担当☎(57)1414

日時　8月24日㈭10時30分～13時30分
場所　茅ヶ崎コミュニティセンター
対象　障害のある小学生～高校生と家族12組程度〈申込制(抽選)〉
申込　 8月14日㈪までに☎で(住所・氏名・電話番号、障害名を記入し、 (85)9651も可)
ほか　費用1組400円(3人以上は1人200円)
問合　茅ヶ崎市社会福祉協議会障害者生活支援センター☎(85)5520

日時　8月20日㈰10時30分～12時30分
場所　茅ヶ崎ゆかりの人物館
講師　 伊藤隆治さん(和光大学教授・アクアマリンふくしま

デザインアドバイザー)
対象　 市内在住の小学生25人〈申込制(先着)。保護者同伴可〉
申込　8月2日㈬～☎で
ほか　費用500円。持ち物あり
協力　アクアマリンふくしま

難病患者就労セミナー・難病講演会 開催
　自分らしく生き生きと生活したいという思いは誰もが抱く共通の思いですが、難病の患
者にとってなかなかうまくいかないこともあります。難病は人によって症状や進行が違う
ため、周りから理解されにくく、日常生活や就労に困難を来すことがあります。その人ら
しい生活を送るにはどうすればよいか、家族など周りの人たちはどのようにサポートする
べきか、一緒に考えてみませんか。

　原因が明らかでなく治療方法が確立していな
い、長期にわたり療養を必要とする疾病をいい
ます。そのうち330疾病を国が指定難病として
います。

難病患者のための就労セミナー
就労に向けての準備
日時　8月17日㈭14時～16時
場所　保健所1階講堂

講師　中
なか

金
がね

龍次さん
　　　(ハローワークよこはま難病患者就職サポーター)
対象　難病患者の方、家族、支援者など50人〈申込制(先着)〉
申込　8月14日㈪までに☎で（氏名・電話番号を記入し、 も可）

難病講演会と患者家族のつどい
潰瘍性大腸炎・クローン病
～自分の病気との付き合い方を考える～
日時　8月24日㈭14時～16時
場所　市役所本庁舎会議室2

講師　村田依
より

子
こ

(市立病院消化器内科医師)
対象　 潰瘍性大腸炎・クローン病の患者の方、家族、支援者など

50人〈申込制(先着)〉
申込　8月18日㈮までに☎で（氏名・電話番号を記入し、 も可）

【保健所保健予防課感染症対策担当☎(38)3315 、 (82)0501】

おさかなアートにチャレンジ!
　お菓子の空き箱で「おさかなアート」を
作ろう！みなさんの作品は、ゆかりの人
物館多目的館と講師の伊藤さんがデザイ
ンアドバイザーを務める水族館アクアマ
リンふくしまの展示スペースで泳いだあ
とに、みなさんの元へ帰ってきます。
　夏休みの工作や自由研究のヒントにな
るかもしれません。ぜひご参加ください。
 【文化生涯学習課文化推進担当】

お父さんのためのほしつ☆メソッド

親子DE夏のお菓子作り教室

　病気を知り、自分の病気との付き合い方のヒントや日常生活の
工夫を考えます。

難病患者にとって就職は大きな課題となっています。
難病患者就職サポーターが就労の準備に向けて講話します。

難病とは

切って貼って！

子どもに伝わりやすいほめ方・叱り方・伝え方を学んでみませんか

障害のある子ども向けの親子お菓子作り教室です

茅ヶ崎市の HP（携帯電話用）URLhttp://mobile.city.chigasaki.kanagawa.jp/
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